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第２項 KH 法と KJ 法の共通点および相異点 
 


























































































































第３項 本研究における KH 法の有用性 
 
本研究では，授業に関する力量形成における授業研究会の機能について明らかにするた
































終章  本研究の結論と今後の課題 
 
序章では，本研究にいたる背景をふまえ，先行研究の検討から問題の所在を明らかにし，
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第 1 項 分析事例・データ 
 


























１．授業者から （16 分間） 
２．研究協議  （45 分間） 
３．指導助言  （27 分間） 

















































C9 授業者 子ども達の経験とか見て，判断していくしかない。 
C10 授業者 要は，静止しているものか，動いているものかっていうちがいがある。 
25 
 
C11 A 磁石をうらにつけて動かすとか言ってました。 












C15 B 内容に重なりが出ないように編制するっていうのがこのグループですよね。 
C16 B グループでの発表は５回ですか。 
C17 授業者 発表は４回です。 




C20 B 切るのって難しい。 







C24 E ５年生もわかれて，そこの班だけのを聞く。 
C25 授業者 そうです。 
C26 E 保護者も同じ…。 
C27 授業者 保護者も，そうです。 
C28 F ワークショップ形式で聞きにいくわけやね。 
C29 授業者 そう，ワークショップです。 
26 
 
C30 F ヒントになりました？ 
C31 A ちがうこと調べたい人どうして集まって，自分の学校ではどうかな…。 
C32 B まさしくそれがバッチリ成功しましたね。 
C33 B 先生もおもしろかったでしょ。 





C36 B 育ってきた子どもたちの段階によって，先生のやり方がある。 
C37 B これ，まさしくバッチリ。先生のクラスやから。 
C38 B 私も新しい形式でたいへん勉強させていただきました。 
C39 B ほんとに子ども達がそれぞれのものを語っていて，どの班にも。 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 表１ カード布置によって得られた上位ラベル 



















































































































































































































































































































































































固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.698 0.835 10.85 10.85 
第2軸 0.667 0.816 10.37 21.22 
第3軸 0.667 0.816 10.37 31.59 
第4軸 0.658 0.811 10.24 41.83 
第5軸 0.516 0.718 8.02 49.86 
第6軸 0.405 0.636 6.29 56.15 
第7軸 0.392 0.626 6.09 62.24 
第8軸 0.333 0.577 5.18 67.43 
第9軸 0.333 0.577 5.18 72.61 
第10軸 0.333 0.577 5.18 77.80 
第11軸 0.333 0.577 5.18 82.98 
第12軸 0.333 0.577 5.18 88.17 
第13軸 0.333 0.577 5.18 93.35 
第14軸 0.333 0.577 5.18 98.54 
第15軸 0.043 0.206 0.66 99.20 
第16軸 0.034 0.184 0.53 99.73 
第17軸 0.013 0.115 0.21 99.93 
第18軸 0.004 0.064 0.06 100 























































































































































































































 表５ 対応表１－（２）から得られた数値１－（２） 
 
固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.547 0.740 25.93 25.93 
第2軸 0.500 0.707 23.70 49.62 
第3軸 0.500 0.707 23.70 73.32 
第4軸 0.500 0.707 23.70 97.01 
第5軸 0.048 0.219 2.27 99.29 







































 表６ 数値１－（２）から得られたラベル数量 
 
第1軸 第2軸 第3軸 第4軸 
L2-01 －3.698 0 0 0 
L2-02 1.379 －3.629 0 0 
L2-03 1.379 2.117 0 0 
L3-01 0.130 0 0 0 
L2-04 0 0 －2.922 0 
L2-05 0 0 2.630 0 
L3-02 0 0 0 0 
L2-06 0 0 0 0 
L2-07 0 0 0 －4.481 
L2-08 0 0 0 2.037 
L3-03 0 0 0 0 
L3-04 0 0 0 0 
L3-05 0 0 0 0 
L3-06 0 0 0 0 




































にあたり，「考えさせる」とは L2-01 で言う「発表の方法」についてである。また，L2-03 の内容
にある「伝えたいことを話すようにする」とは，L2-01 の「伝えたりする」にあたる。このように
これら三つのラベルでは，子ども達が発表の方法を考えたり内容を伝えたりすることができるのは，






































































































 表８ 本事例における教師の指導についての評価内容 
































































第 1 章 註 
 
[58]本研究で使用したソフトは，柳井久江『エクセル統計実用多変量解析編』オーエムエ
ス出版，2005 に付録されている「エクセルアドインソフト Mulsel」である。以後も同じ。 










[61]高橋信『Excel で学ぶコレスポンデンス分析』オーム社，2005,187-189 頁。 
















第 1 項 分析事例・データ 
 
本研究に関する校内授業研究会（以下，「本事例」）は，分析者の現任校である A 市立 B






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.759 0.871 11.41 11.41 
第2軸 0.652 0.808 9.80 21.21 
第3軸 0.598 0.773 8.98 30.19 
第4軸 0.515 0.717 7.73 37.92 
第5軸 0.5 0.707 7.51 45.53 
第6軸 0.4 0.632 6.01 51.43 
第7軸 0.4 0.632 6.01 57.44 
第8軸 0.388 0.623 5.83 63.27 
第9軸 0.25 0.5 3.75 67.03 
第10軸 0.25 0.5 3.75 70.08 
第11軸 0.25 0.5 3.75 74.54 
第12軸 0.2 0.447 3.00 77.54 
第13軸 0.2 0.447 3.00 80.55 
第14軸 0.2 0.447 3.00 83.55 
第15軸 0.2 0.447 3.00 86.55 
第16軸 0.2 0.447 3.00 89.56 
第17軸 0.2 0.447 3.00 92.56 
第18軸 0.2 0.447 3.00 95.56 
第19軸 0.2 0.447 3.00 98.57 
第20軸 0.066 0.257 0.99 99.56 
第21軸 0.029 0.17 0.43 100 
 















































































































固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.680 0.824 24.94 24.94 
第2軸 0.515 0.717 18.88 43.82 
第3軸 0.464 0.681 17.01 60.84 
第4軸 0.353 0.594 12.97 73.80 
第5軸 0.333 0.577 12.23 86.03 
第6軸 0.250 0.500 9.17 95.21 
第7軸 0.130 0.361 4.79 100 
 













































































































 表15 数値２－（３）から得られたラベル数量 
 
固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.533 0.730 55.86 55.86 
第2軸 0.333 0.577 34.91 90.76 
第3軸 0.063 0.251 6.58 97.34 
第4軸 0.025 0.159 2.66 100 
 





L3-01 3.184 0 
L3-02 －0.640 －1.922 
L3-03 －0.640 2.136 
L4-01 －0.600 0 


































ておかなければならない。」（L3-03）という反省が述べられている。つまり，L3-02 と L3-03 は，
児童の反応の引き出し方に関する内容である。このように，L3-01とL3-02・L3-03では，授業で
の発問や児童の反応の引き出し方に関する反省が連動して言及されている。よって，第１軸におけ













































































[64] [23]に同じ。   
[65] [14]に同じ。   
[66]吉崎静夫｢一人立ちへの道筋｣浅田匡・生田孝至・藤岡完治編『成長する教師』金子
書房，1998，168 頁。 















第 1 項 分析事例・データ 
 
分析対象は，U 市立 K 小学校（以下，「対象校」）で平成 22 年 6 月に行われた，校内授業
研究会における指導助言（１回分，約 22 分間）である。対象校での校内授業研究会の流れ






























図 12 対象校での校内授業研究会の流れ 
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非を KH 法の提唱者である葛西氏に Eメールで質問した。2011 年 8 月 30 日の返信の中で葛

























































































































































































































































































































 表17 対応表３から得られた数値３ 
 
固有値 単相関係数 寄与率 累積寄与率 
第1軸 0.945 0.972 47.25 47.25 
第2軸 0.633 0.795 31.63 78.88 
第3軸 0.366 0.605 18.32 97.20 







































 表18 数値３から得られたラベル数量 
 
第1軸 第2軸 第3軸 
L2-1 0 0 0 
L2-2 0 0 0 
L2-3  0 0 0 
L3-1  －0.819 －0.835 －0.003 
L3-2 －0.831 －0.386 0.531 
L3-3 －0.671 －0.363 －0.531 
L5-1 0 0 0 
L5-2 0 0 0 
L5-3  0 0 0 
L6-1 0 0 0 
L6-2 0 0 0 
L6-3 0 0 0 
L10-1 1.528 0.031 0.005 
L10-2 1.528 0.031 0.005 
L10-3 1.665 0.069 0.101 
L11-1 －0.899 3.665 0 
L11-2 －0.856 3.678 －5.340 







































































































































































































































































第 2 節 今後の課題 
  









































第 1 章 
 平田幸男「関連性評定質的分析法による授業研究会の議論の分析－小学校における総合 
的な学習を事例として－」『日本教科教育学会誌』第 38 巻第 4号，日本教科教育学会， 
2016,57－66 頁。 
第 2 章 
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関連性評定質的分析法の妥当性－」『教育実践学研究』第 16 巻第 2 号，日本教育実践学
会，2015，1-10 頁。 
第 3 章 
平田幸男「関連性評定質的分析法による指導教員の助言機能の分析－小学校における校 
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授業者 だから一人 3分かなあと。持ち時間として言えば。 
B 3 分ってけっこうありますね。 







授業者 それが結局，聞く 5 年生も 10 班ぐらいに分かれてくるんですけど，きくのは
7～8人，やるのは 5～6人で，しっかり自分が主体になってやると。 
G 5 年生もわかれて，そこの班だけのをきくという。 
授業者 そうです。でも一個だとちょっとさみしいので，二つぐらい聞いたらいいんじ
ゃないかと。 


















































































































































D 去年の 6年生と今年の 6年生と全然行くとこがちがうことがあるんですか。 
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